


















































1-2 『成瀬仁蔵著作集』全 3 巻刊行：1974、1976、1981 年
1-3 桜楓会・成瀬仁蔵研究会（旧成瀬先生研究会）の活動：年 9 回
1-4 年間定例行事
4 月 20 日 日本女子大学創立記念式
6 月 23 日 成瀬仁蔵先生生誕記念日の集い
1 月 29 日 成瀬先生告別講演記念瞑想会







































催しを行っています︒成瀬仁蔵は一九一九︵大正八︶年三月四日に亡くなりますが その亡くなる一月あまり前の一月二十九自分が肝臓がんで死期が近いことを知って︑学生や関係者を集めて告別のお話をしています︒これを告別講演と称してい して︑大学として︑その日 大変大事にしております︒この告別講演の
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中で成瀬は︑みずからについて語るとともに︑これからの日本女子大学はこうあってほしいということを︑看護者の付き添い もと︑ベッドの上で背中を起こして︑思いを込めて一時間くらい話しました︒そういうわけで︑この日を瞑想会として︑外部からその日にふさわしい方をお呼びして︑お話 し いただいて︑創立者を偲ぶ会をしています︒
そして三月四日は命日ですが︑この会は桜楓会が主催して︑そ
















て︑この大学がどういう事情で創立されたのか︑成瀬仁蔵の考えをしっかりと思い起こして︑大学教育の基礎に据える必要が求められるようになりました︒そ ようなわけで 客観的データがあるわけではないので︑あくまで私 印象で が︑嫌悪者はいなくなってきたように思いますし︑無関心な も少なくなってきてるように思います︒そのように 内の人間が関心を持ってくると︑学生も授業などで触れる機会 増えてきます︒しかし他方︑成瀬に直接に接した人間たちもいなく ってきて︑いわゆる熱烈 崇拝者も減り︑今後どのようにして学祖の思いを引き継いでいくのかが重要なテーマに
次に私がどのような立場で成瀬に接してきたかということにつ
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いてお話ししますと︑創立者に関心が集まるきっかけとしては︑むろん文科省や社会的な要請もありますが︑大学の改革ということがあるわけです︒とりあえずの改革や︑一年二年でコロコロと変わる改革ではだめですので︑やはりしっかりとした理念に基づいた改革をしなければならない︒じゃあ︑その基づくべき とは何か︒ ﹁国際化﹂だとかメディアで一般的に言われるようなことをもとに改革だと言っても︑どこの大学でも似たようなことを言うわけですから︑それではしょうがない︒そうなると創立者の声に立ち戻らざるを得ない︒私も学部長に った時︑そ ようなことを強調しなければなら くなりまして︑あらためて成瀬仁蔵について勉 するようになりました︒そし これが意外に面白いことに気がついた ︒










は日本女子大学は三井家に足を向けて寝られ いわけですけれど︑なぜそういうことになったかというと︑成瀬仁蔵が日本女子大学を作るために︑一八九六年﹃女子教育﹄という本を出版しました︒これ 広岡浅子が読んで︑ああこれだ︑と非常に感動 女に学問などいらない︑生け花とお茶︑お琴をやってればいい 文字の読み書きなど必要ない︑と言われる中で育ったのが広岡浅子です︒彼女は︑やはり女性にも学問は必要だと思いながら︑学問を受けられなかったわけですが︑この本を読ん 非常に感銘 受た︒ これなら全面的に応援しましょう いうことになったわけです︒
その﹃女子教育﹄の中で︑女子教育に必要なことが三つあると︑








1868 明治維新 20 歳。このころから実業界入り
24 歳ごろから潤野炭坑経営














1900 三井家、目白の 5500 坪寄附










が女子教育の教育方針だと言っている︒本学は︑これをこのまま現在も受け継いでいます︒婦人という言い方は現在は使いませんので︑女性として︑と言い換えています︒国民として︑という言い方には違和感を持つ人も て︑国際 か市民として︑と言換えたほうがいいんじゃないかと う人も が︑私はや り国民として︑でい と思います︒ただともかく︑そのまず最初に︑人として︑ということを言っている そし さらに ﹁女子の主要なる天職は賢母良妻たるにありとするも︑その一生は必ずしも妻母たるの境遇のみに止らず︒又娘嬢たるの境遇あり︑寡婦たるの境遇あり︑個人として働くべきの境遇あり︑国民 行ふべき 実に然り︑女子も亦人なり﹂とも言って ます︒つまり︑一九〇一年当時︑女子の主要な天職は賢母良妻 ある当たり前に思われていた時代 ︑それを認めながら︑ かし女性の一生は︑ずっと妻で 母でありつづけるわけ
ではない︑娘で










に立派だったこ が︑現在 もこう かたちで活かすことができるのだということを︑学生や一般社会に説明で るようではないと︑本当の意味での学祖研究にはならな の か︑ということを強調させて ただきたいと思います︒
どうもありがとうございました︒
伊藤
―
 
片桐先生︑どうもありがとうございました︒
ではここでいったん休憩に入らせていただきます︒先生方へ
ご質問やご感想がある方は︑休憩時間中に質問用紙にご記入いただき︑回収ボックスに入れておいていた ければと思 ます︒
